
遠
藤
教
授
の
講
義
に
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
励
む

参
加
者 

交
流
の
家
は
、
六
月
一
三
日

(

土)

〜
一
四
日(

日)

で
「
富
士
の

さ
と 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
本
事
業

は
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

が
定
め
る
「
法
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
青
少
年
の
体
験
活
動
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な
知

識
・
技
能
の
習
得
と
、
活
動
へ
の

意
欲
向
上
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
当
日
は
高
校
生
一
五
名
、

大
学
生
三
一
名
、
社
会
人
二
名
の

計
四
八
名
が
参
加
し
た
。「
子
ど

も
の
た
め
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
指
導
者
や
キ

ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構

え
を
学
ん
だ
。
藤
原
一
成
所
長

や
、
常
葉
大
学
短
期
大
学
部
保
育

科
の
遠
藤
知
里
教
授
に
よ
る
講
義

の
ほ
か
、
た
き
火
や
野
外
炊
事
の

実
践
を
通
じ
、
参
加
者
は
多
角
的

な
視
点
か
ら
テ
ー
マ
に
向
き
合
っ

た
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
現

実
的
な
課
題
を
考
え
る
貴
重
な
機

会
に
な
っ
た
」
「
子
ど
も
の
成
長

だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
仲
間
の
成

長
も
実
感
で
き
、
非
常
に
や
り
が

い
を
感
じ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。
本
事
業
の
参
加

者
は
、
今
後
開
催
さ
れ
る
当
所
の

主
催
事
業
や
利
用
団
体
へ
の
指
導

等
の
現
場
で
活
躍
す
る
予
定
だ
。 

野
外
炊
事
の
演
習
で
は
、
子
供
た
ち
へ
の
指
示
を
想
定 

し
な
が
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
に
取
り
組
ん
だ 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝ 

“
も
し
も
”
を
学
ぶ
「
富
士
の
さ

と 

防
災
・
減
災
教
育
キ
ャ
ン
プ
」

を
実
施 

 

交
流
の
家
は
、
七
月
一
一
日
（
土
）

〜
一
二
日
（
日
）
で
、
陸
上
自
衛
隊

滝
ケ
原
駐
屯
地
と
連
携
し
て
、「
富

士
の
さ
と 

防
災
・
減
災
教
育
キ
ャ

ン
プ
」
を
実
施
し
た
。
本
事
業
は
、

「
も
し
も
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
」

と
い
う
状
況
を
想
定
し
た
被
災
生

活
体
験
を
通
し
て
、
自
助
・
共
助
・

公
助
に
つ
い
て
学
び
、
災
害
時
に

自
分
や
周
囲
の
人
と
助
け
合
い
な

が
ら
行
動
で
き
る
力
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
。
小
学
四
〜

六
年
生
四
〇
名
が
参
加
し
た
。
一

日
目
は
、
自
衛
隊
講
話
や
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
学
び
、
テ
ン
ト

設
営
や
飲
み
水
の
確
保
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。
夜
に
は
電
気
と
水
道

が
使
え
な
い
状
況
を
設
定
し
、
各

家
庭
で
持
参
し
た
非
常
食
を
食
べ

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
物
資
の
中
で

生
活
し
、
被
災
し
た
時
の
生
活
を

体
験
し
た
。
二
日
目
は
、
非
常
食
の

朝
食
体
験
や
火
起
こ
し
、
水
を
極

力
使
わ
な
い
防
災
カ
レ
ー
ラ
イ
ス 

電
気
と
水
が
使
用
で
き
な
い
状
況
下
で
、
各
自 

準
備
し
て
き
た
非
常
食
を
紹
介
す
る
参
加
者 

づ
く
り
を
通
し
て
、
災
害
時
に
役

立
つ
知
識
や
技
術
を
学
ん
だ
。
参

加
者
は
、
災
害
へ
の
備
え
や
助
け

合
い
の
大
切
さ
を
体
験
的
に
学
び
、

防
災
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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公
式
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
で

日
々
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
！ 

富
士
の
さ
と

通
信 

「
子
ど
も
の
た
め
」
を
考
え
る
２
日
間 

「
富
士
の
さ
と 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施 

「交流の家の統計」 

令和７年度利用者数 

宿泊利用：92,254名 

日帰り利用：29,111名 

合計：121,365名 

たくさんのご利用、 

ありがとうございました！ 

国立中央青少年交流の家 「富士のさと通信」                令和８年８月５日（水）第４号 
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